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東京エレクトロンデバイス会社概要
会 社 名

設立年月日 1986年3月3日

代 表 者 代表取締役社長 徳重 敦之

上場証券取引所 東証一部（証券コード：2760） 卸売業

資 本 金 24億9,575万円（2017年3月31日現在）

売 上 高 1,318億5千5百万円（2017年3月期）

従業員数 連結: 942名（2017年3月31日現在）

本社所在地
神奈川県横浜市神奈川区金港町1-4
横浜イーストスクエア

主な事業内容 1. 半導体及び電子デバイス（EC）事業
半導体、ボード、ソフトウェア、電子部品の販売、
設計・開発

2. コンピュータシステム関連（CN）事業
ネットワーク、ストレージ、ソフトウェアの販売、
保守サービス

子会社
パネトロン株式会社

東京エレクトロンデバイス APAC

東京エレクトロンデバイス 上海

東京エレクトロンデバイス シンガポール

東京エレクトロンデバイス タイ

inrevium AMERICA, Inc.

東京エレクトロンデバイス CN アメリカ

ビステル株式会社

Fidus Systems Inc.

上海新致華桑電子有限公司

無錫新致華桑電子有限公司

関連会社



ビジネスモデル
東京エレクトロンデバイス

海外
ITベンダー

お客様

OEM
パートナー

販売
パートナー

ネットワーク
ソリューション

ストレージ
ソリューション

ソフトウェア
ソリューション

保守サービス



取扱いベンダー 2017年6月1日時点
※アルファベット順

（Isilon / Data Domain / VNX)



Dr. Ratinder Ahuja
Founder & CEO

• McAfee, Reconnex, 
Extreme Networks, 
Cisco, Internet 
Junction

• 30 + issued patents

• Serial Entrepreneur, 
20+ years
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2015年11月
創業及びシリーズAのファンド

Manuel Nedbal
Founder & CTO

• Intel Security, 
McAfee, Network 
Associates

• 6+ issued patents

• 15+ years

Lovely Kaur
Founder & Exec. Dir

• FireEye

• Serial Entrepreneur, 
15+ years 

Harjinder Singh
Founder & President

• IBM, SVS

• Patent in digital 
media technology

• Serial Entrepreneur, 
20+ years

John Parker
VP Product Mgt

• McAfee, 
Intruvert, 
Toplayer, 
Cylink

• 20+ years

Monika Goldberg
VP Bus Dev & GTM

• Intel Security, 
McAfee, Cisco, 
NetApp, HP, IT 
Mgt.

• 25+ years

Expert Organization, Strong Security Credentials
Intel Security, McAfee, FireEye, Intruvert, VMware, Cisco

ShieldXのご紹介



クラウド環境に対応できるセキュリティ製品の必要性
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l ESX/vCenter, KVM/OpenStackに対応

l AWS, Azure（Q3）に対応

l ハイブリッド・クラウド環境内でワークロードが
移動してもバーチャル・シャーシ内で同一の
セキュリティ・ポリシーを適用可能
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ハイブリッド・クラウド環境への対応
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マイクロ･サービスのアーキテクチャ

従来型
モノリシック・アプライアンス

拡張には費用が嵩み

入れ込むのが困難

ShieldX
マイクロサービス・アーキテクチャ

セキュリティの処理を機能別のマイクロ･サービスとする事で効率性の高いスケールアウトを実現
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マルウェアの挙動

営業部 人事部 ファイルサーバ

ファイヤーウォール

標的型攻撃

感染拡大

機密情報流出

機密情報
アクセス

Secret
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従来のセキュリティ対策

営業部 人事部 ファイルサーバ

従来のネットワークでは、FWを通過されてし
まうと感染拡大を防ぐ手段が無い。
Endpoint	Protectionを導入しても、守る事がで

きる機器は限られており、感染経路の調査も
十分にできない。

ネットワークセグメント

セキュリティセグメントファイヤーウォール
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マイクロセグメンテーション

営業部 人事部 ファイルサーバ

ネットワークを小さなセキュリティセグメントに分割
＝マイクロセグメンテーション

マイクロセグメント間の通信を検査し、同一ネット
ワークセグメント内も保護。

ネットワークセグメント

セキュリティセグメントファイヤーウォール

管理コンソール



ShieldXの仕組み
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ShieldXの機能

NGFW

IDS/IPS脅威検出
及び排除

クラス分け、レピテーション、フィルタリング
及びインバウンド/リバース・プロキシィ

フル・パケット・
キャプチャーとロギング

ネットワーク・ベースのマルウェア検出
及びFireEyeとの組み合わせによる発火

ペイロード検査による
アノーマリィ検出

仮想TAPによるトラフィックの収集と
アグリゲーション

TLSトラフィックの
復号化及び終端

データの格納時及び異動時に対して
DLPのモニタリングとエンフォースメント



ShieldXによる Indicator-of –Pivot（IoP）検出
各ワークロード間のセグメントを検査し、相関的情報から脅威を検出
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検知結果
■アプリケーション識別
Deep	Packet	InspectionによりHTTPプロトコル上で動いているアプリケーションを識別

■脅威防御
シグネチャによるマルウェア、脆弱性攻撃の検知
ドメインレピュテーション、不正証明書利用による、C&Cサーバへの接続検知

■IoP
マルウェアに感染し、さらに感染を拡大するラテラルムーブメントをIoPが検知

Stage1
HTTPにより感染

Stage2
SSHにより感染拡大

Stage3
C&Cサーバへ情報送信15



エンタープライズ及びプロバイ

ダーのコア・ビジネス及びデー

タセンターサービスに横方向の

防御を提供

通信業者及びISPは“Clean 
pipe” servicesをスケール・アウ

ト可能な差別化できるサービスと

して驚異的低価格で提供可能

マルチテナント、従量課金ベー

スのセキュリティ･サービスを

MSPはCPEやオンサイトの管理

無しに提供可能
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ShieldX APEIRO™
事例+顧客



Thank you！

会 社 名


